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インターネット政策懇談会 IPv6 移行と ISP 等の事業展開に関する作業部会 運営方針 

（案） 

 

 

１ 目 的 

  インターネット政策懇談会の検討アジェンダを踏まえ、特にＩＰｖ６への移行に伴う

課題やトラフィック増大への対処等、ＩＳＰ等を取り巻く事業環境の変化への対応の在

り方等を検討することを目的として、関係する事業者等の幅広い意見を集約するため本

作業部会を開催する。 

 

２ 名 称 

  本会の作業部会は、「IPv6 移行と ISP 等の事業展開に関する作業部会」と称する。 

 

３ 主な検討項目 

  下記をはじめとして、インターネット政策懇談会による指示に基づき検討項目を定め

る。 

  ●インターネットのＩＰｖ６移行に伴う各プレーヤーの事業展開の在り方 

  ●ネットワーク上を流通するトラフィックの増大への対処方策 

  ●帯域制御の適正な運用を前提とした、設備増強に係る利用者間のコスト負担（課金

体系）の公平性確保の在り方 

  ●ベストエフォート型サービスに係る品質表示の在り方 

  ●その他ＩＳＰ等の事業展開に係る制度上の課題 

 

４ 構成及び運営 

（１）ＷＧは、座長から指名された者により構成する。 

（２）ＷＧは、主査及び主査代理を置く。 

（３）主査及び主査代理は、座長から指名された者がこれに当たる。 

（４）主査は、ＷＧの議事を掌握する。 

（５）ＷＧの会議は、主査が招集する。 

（６）主査は、ＷＧの会議を招集するときは、構成員に予め日時、場所及び議題を通知す

る。 

（７）主査は、必要があると認めるときは、ＷＧに、必要と認める者の出席を求め、意見

を述べさせ又は説明させることができる。 

（８）主査代理は、主査を補佐し、主査不在のときは、主査に代わって本会を招集し、主

宰する。 

（９）その他、ＷＧの運営については、主査が定めるところによる。 



 

５ 会議の公開 

  本作業部会においては、構成員の所属組織において非公開とされる情報を元に検討を

行う必要があることから、会議および配布資料については原則非公開とし、公表に適す

る事項については、適宜インターネット政策懇談会に報告することで公表に換える。 

  なお、主査が公開のもとで行うことが適当と判断する検討を実施する場合には、会議

の招集に際して、会議を公開のもとで行うことを構成員に通知するものとする。 
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